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第
1
部
第
1
章
の
論
評
だ
け
で
も
は
や
紙
数
が
尽
き
た
が
、
著

者
が
一
番
こ
だ
わ
っ
た
章
で
も
あ
り
、
聖
書
学
を
専
門
と
す
る
評

者
の
応
答
責
任
も
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
本
書
の

残
り
の
部
分
、
と
く
に
『
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
の
カ
ノ
ン
』
を
扱
う
第

5
章
や
ト
マ
ス
福
音
書
の
翻
訳
（
第
6
章
）
か
ら
は
多
く
の
事
柄

を
教
え
ら
れ
る
し
、
古
代
キ
リ
ス
ト
教
を
扱
う
第
2
部
も
非
常
に

示
唆
に
富
む
。

　

１
９
４
６
年
後
半
か
１
９
４
７
年
の
初
頭
に
死
海
の
ほ
と
り
の

ク
ム
ラ
ン
の
洞
窟
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
死
海
文
書
は
、
そ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
紀
元
前
後
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
多
様
な
あ
り
方

に
光
を
当
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
の
謎
を
解
く
う
え
で
も

鍵
に
な
る
も
の
と
し
て
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
が
世
の
終
わ
り
の
近
接
を
前
提
と
し
た
強
烈
な

終
末
論
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
等
に

興
味
本
位
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
最
初
の
段
階
で
復
元
、
解
読
の
作

業
に
当
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
が
多
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
不
都
合
な
事
柄
が
多
数
書
か

書
　
　
　
　
評

J
・
J
・
コ
リ
ン
ズ
著
、
山
吉
智
久
訳

『「
死
海
文
書
」
物
語
─
ど
の
よ
う

に
発
見
さ
れ
、
読
ま
れ
て
き
た
か
』

（
教
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）

山
我　

哲
雄
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本
書
の
著
者
Ｊ
・
Ｊ
・
コ
リ
ン
ズ
は
１
９
４
６
年
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
生
ま
れ
の
聖
書
学
者
で
、
イ
ェ
ー
ル
大
教
授
。
旧
新
約
中
間
時

代
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
専
門
家
で
、
浩
瀚
な
『
ダ
ニ
エ
ル
書
』
注
解
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。
死
海
文
書
関
係
で
も
、
学
術
誌
『
死
海
で
の

発
見
（D

ead Sea D
iscoveries

）』
や
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

死
海
文
書
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（O

xford H
andbook of the D

ead 

Sea Scroll

）』
の
編
集
者
を
務
め
て
お
り
、
死
海
文
書
自
体
の
公

刊
作
業
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
さ
に
死
海
文
書
の
表
も
裏
も
知

り
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

本
書
は
七
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
「
死
海
文
書
の
発
見
」
は
、

ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
少
年
た
ち
に
よ
る
偶
然
の
発
見
か
ら
、
写
本
群
が

欲
の
皮
の
突
っ
張
っ
た
商
人
た
ち
や
聖
職
者
た
ち
の
手
を
転
々
と

し
た
末
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
に
買
い
取
ら
れ
る
ま
で
の
顛
末
を
辿
る

と
と
も
に
、
解
読
チ
ー
ム
が
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
、
公
刊
作

業
が
始
ま
っ
た
か
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
死
海
文
書
の
発
見

地
が
当
時
ヨ
ル
ダ
ン
王
国
に
属
し
て
お
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
の
反

対
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
研
究
者
が
チ
ー
ム
に
加
え
ら
れ
ず
、
結
果
的
に

研
究
や
解
釈
の
方
向
に
偏
り
が
生
じ
た
こ
と
を
、
評
者
は
本
書
で

初
め
て
知
っ
た
。
第
二
章
は
「
エ
ッ
セ
ネ
派
」
で
、
死
海
文
書
は

れ
て
い
る
の
で
バ
チ
カ
ン
の
命
よ
り
肝
心
の
部
分
が
隠
匿
さ
れ
て

い
る
、
な
ど
と
い
う
陰
謀
論
ま
が
い
の
言
説
も
流
布
し
た
り
し
た
。

　

そ
の
後
、
発
見
さ
れ
た
文
書
の
ほ
と
ん
ど
が
公
刊
さ
れ
、
ま
た

オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
そ
の
写
真
版
が
公
開
さ
れ
て
誰
で
も
ア
ク

セ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
堅
実
な
研
究
が
数
多
く

出
版
さ
れ
、
文
書
の
内
容
が
正
確
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
死
海
文
書
に
向
け
ら
れ
る
目
は
よ
り
冷
静
な
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
こ
の
と
こ
ろ
、
死
海
文

書
に
新
た
な
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
死
海
文
書
の

邦
訳
と
言
え
ば
、
聖
書
学
研
究
所
編
で
主
要
な
も
の
を
集
め
た
一

巻
本
（『
死
海
文
書
』
山
本
書
店
）
し
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
聖

書
写
本
を
除
き
文
書
の
形
を
な
し
た
ほ
と
ん
ど
の
も
の
を
網
羅
し

た
十
二
巻
予
定
の
『
死
海
文
書
』
の
シ
リ
ー
ズ
が
、
東
京
の
小
さ

な
出
版
社
ぷ
ね
う
ま
社
か
ら
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
も
訳
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
（
評
者

自
身
も
そ
う
な
の
で
あ
る
が
）
北
星
学
園
大
学
の
山
吉
智
久
氏
に

よ
り
、
─
こ
の
シ
リ
ー
ズ
と
は
独
立
し
て
で
あ
る
が
─
死
海
文
書

全
体
を
紹
介
す
る
よ
い
概
説
書
が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
時
宜
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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そ
の
内
容
か
ら
、
フ
ィ
ロ
ン
や
ヨ
セ
フ
ス
の
著
作
に
言
及
さ
れ
る

ユ
ダ
ヤ
教
の
分
派
エ
ッ
セ
ネ
派
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
反
対
す
る
声
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
賛
否
両
論
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
や

問
題
点（
文
書
の
黙
示
思
想
的
傾
向
や
宗
派
の
独
身
制
の
問
題
等
）

が
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
、
結
論
的
に
は
エ
ッ
セ
ネ
派
文
書
で
あ
る

可
能
性
が
高
く
、「
他
の
代
案
は
考
え
難
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
は
「
ク
ム
ラ
ン
遺
跡
」
で
、
死
海
文
書
が
発
見
さ
れ
た
洞

窟
の
そ
ば
で
発
掘
さ
れ
た
、
沐
浴
用
と
目
さ
れ
る
多
く
の
プ
ー
ル

を
含
む
建
物
群
の
遺
跡
が
扱
わ
れ
る
。
当
然
問
題
と
な
る
の
は
、

ク
ム
ラ
ン
遺
跡
＝
ク
ム
ラ
ン
宗
団
の
居
住
地
＝
死
海
文
書
の
成
立

地
と
言
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
清
浄
を
重

視
し
た
宗
団
の
遺
跡
に
大
規
模
な
墓
地
が
隣
接
し
て
い
た
と
い
う

事
実
と
、
そ
の
墓
地
に
女
性
も
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
問
題
な

る
。
こ
こ
で
も
賛
否
両
論
が
丁
寧
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
著
者
は

ほ
ぼ
こ
の
等
式
を
認
め
る
と
い
う
穏
健
な
結
論
に
達
し
て
い
る
。

　

第
四
章
は
「
死
海
文
書
と
キ
リ
ス
ト
教
」
で
、
死
海
文
書
の
発

見
後
最
も
注
目
を
集
め
た
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
原
始
キ
リ
ス
ト
教

と
ク
ム
ラ
ン
宗
団
に
は
終
末
論
や
メ
シ
ア
期
待
、
水
に
よ
る
清
め

な
ど
多
く
の
共
通
性
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
で
あ
る
欧
米

で
、
死
海
文
書
と
ク
ム
ラ
ン
宗
団
が
キ
リ
ス
ト
教
の
先
行
形
態
と

見
な
さ
れ
た
り
、
両
者
の
間
に
直
接
的
な
影
響
関
係
が
主
張
さ
れ

こ
と
も
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
極
端
な
場
合
に
は
、
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
や
イ
エ
ス
自
身
が
ク
ム
ラ
ン
宗
団
に
属
し
た
と
さ
れ
た
り
、
死

海
文
書
に
言
及
さ
れ
る
「
義
の
教
師
」
や
「
悪
し
き
祭
司
」
と
同

定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
著
者
は
慎
重
で

あ
り
、
両
者
は
紀
元
前
後
の
黙
示
的
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
「
共
通

の
文
脈
」
に
属
し
た
に
す
ぎ
ず
、「
類
似
点
よ
り
も
相
違
点
の
方

が
顕
著
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
五
章
は
「
死
海
文
書
と
ユ
ダ

ヤ
教
」
で
、
死
海
文
書
と
フ
ァ
リ
サ
イ
派
、
サ
ド
カ
イ
派
な
ど

の
既
存
の
宗
派
や
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
関
係
が
問
題
に
さ
れ

る
。
発
見
当
初
は
、
死
海
文
書
に
見
ら
れ
る
二
元
論
や
終
末
論
な

ど
、
既
成
の
宗
派
と
の
違
い
が
「
一
方
的
」
に
強
調
さ
れ
、
ユ
ダ

ヤ
教
の
黙
示
思
想
の
中
に
死
海
文
書
を
位
置
づ
け
、
そ
れ
が
後
の

キ
リ
ス
ト
教
に
も
繋
が
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ム
ラ
ン
宗
団
が
エ
ル
サ
レ

ム
神
殿
か
ら
分
離
し
た
理
由
は
、
黙
示
思
想
や
大
祭
司
の
正
統
性

を
め
ぐ
る
論
争
で
は
な
く
、
暦
の
違
い
や
祭
儀
法
の
細
か
い
解
釈
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─
特
に
そ
の
厳
格
さ
─
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
黙
示
主
義
と
ト
ー
ラ
ー
遵

守
は
「
死
海
文
書
の
中
で
補
完
し
あ
っ
て
い
る
」。
そ
れ
ゆ
え
死

海
文
書
は
、「
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
へ
と
つ
な
が
る
ト
ー
ラ
ー
の
意

味
を
め
ぐ
る
議
論
の
記
録
」
と
し
て
見
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ

る
。
第
六
章
は
「
死
海
文
書
と
聖
書
」
で
、
死
海
文
書
の
発
見

に
よ
り
、
従
来
知
ら
れ
て
よ
り
一
〇
〇
〇
年
以
上
も
古
い
写
本
が

得
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
今
日
標
準
的
と
さ
れ
て
い
る

マ
ソ
ラ
本
文
よ
り
も
サ
マ
リ
ヤ
五
書
や
七
十
人
訳
に
近
い
形
を
示

す
こ
と
が
多
く
、
前
一
世
紀
前
半
に
は
テ
キ
ス
ト
の
形
が
ま
だ
流

動
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
聖
書
の
文
書
を
敷
衍
し
た
り
書
き
直
し
た

り
す
る
聖
書
の
「
再
話
」
の
試
み
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
、
預
言
書

（
お
よ
び
詩
編
）
を
同
時
代
の
宗
団
の
状
況
に
直
接
関
連
付
け
て

解
釈
す
る
「
ペ
シ
ェ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
注
解
書
が
い
く
つ
も
書
か

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
七
章
は
「
死
海
文
書
を

め
ぐ
る
争
い
」
で
、
文
字
通
り
、
死
海
文
書
の
解
読
や
公
刊
に
関

わ
っ
た
人
々
─
お
よ
び
関
わ
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
人
々
─
の

間
で
の
、
資
料
独
占
問
題
、
資
料
不
正
使
用
問
題
、
業
績
盗
作
問

題
、
名
誉
棄
損
問
題
、
な
り
す
ま
し
メ
ー
ル
中
傷
問
題
な
ど
を
回

る
論
争
や
訴
訟
の
話
で
あ
る
。
著
者
が
「
ま
え
が
き
」
に
書
い
て

い
る
よ
う
に
、
学
者
た
ち
の
世
界
が
決
し
て
「
原
罪
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
な
い
」
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
死
海
文
書
の
関
係
者
に
は
、
躁
鬱
病
患
者
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
患
者
、「
キ
ノ
コ
教
」
唱
道
者
、元
ナ
チ
、反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
、

訴
訟
マ
ニ
ア
な
ど
、
問
題
の
多
い
人
物
が
実
に
多
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
面
白
い
「
物
語
」
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

訳
文
は
丁
寧
か
つ
周
到
で
、
読
み
や
す
い
。
た
だ
、
著
者
（
コ

リ
ン
ズ
）
自
身
の
見
解
な
の
か
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
個
々
の
論
者

の
見
解
な
の
か
が
分
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
り
、
識
別
で
き
る
工

夫
が
あ
る
と
よ
り
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
個
所
も
あ
る
。
訳
者
の

労
を
多
と
す
る
と
と
も
に
、
死
海
文
書
の
全
貌
を
知
る
う
え
で
よ

い
概
説
書
が
出
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
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